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アブストラクト（和文）
　本研究では、令和元年度の授業期間中にリコンディショニングルームで活動した内容から、学生アスリートサポ
ートの充実化に向けた学生トレーナーの教育方法とリコンディショニングルームの運営方法を考察した。
　学生アスリートサポートの充実化に向けて、リコンディショニングルームでのサポート内容に整形外科的メディ
カルチェックを加えること、たくさんの学生アスリートに利用してもらえるようにサポート内容や利用方法など具
体的な広報活動を行うこと、学生トレーナーの学習支援プランの再考やアスリートサポートマニュアルを作成する
こと、リコンディショニングルームでの活動の際に学生トレーナーの男女比や人数比を考慮して男女に関わらず全
てのアスリートが利用しやすい環境を整備すること、サポート体制を「担当制」にすることが必要であると考えら
れた。
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１．緒⾔

　アスレティックトレーナーは，アスリートのスポー

ツ外傷・障害の予防やアスレティックリハビリテーシ

ョン，スポーツ現場での救急処置を⾏い，多様な側⾯

のあるアスリートのコンディショニングを統合的な視

点を持ってサポートする役割を担っている．⽇本にお

けるアスレティックトレーナーの資格（以下，JSPO-

AT）は，1994年に⽇本スポーツ協会が公認アスレテ

ィックトレーナー制度を発⾜させてから26年が経過

し，2019年10⽉時点で約4,000名の有資格者が⽇本の

スポーツ現場でアスリートをサポートしている．

JSPO-AT の資格を取得するためには，⼀般的には⼤

学や専⾨学校などの教育機関で⽇本スポーツ協会が定

めたカリキュラムを学習し，スポーツ現場で実習を⾏

なった後，最終的には検定試験に合格する事で資格を

取ることができる．そして，いくつかの中央競技団体

では，トレーナーの活動条件として，JSPO-AT の保

有を義務付けていることもあり，スポーツ現場でトレ

ーナー活動をする際に本資格を保有しておくことは意

義が⾼いと考えられる．

　JSPO-AT は，その役割を考えると「スポーツ現場

で実際に能⼒を発揮できる」ことが⾮常に重要である．

したがって教育機関では，学内の競技クラブや学外の

運動部活動，実業団，プロチームなど様々なスポーツ

現場で実習を⾏い，学⽣に経験を積ませている．また，

学内にトレーナールームを設けて，学⽣アスリートの

コンディショニングと学⽣トレーナーの教育を⼀環し

て⾏なっている教育機関も多い．本学もその⼀つであ

り，学内のリコンディショニングルームにおいて，怪

我をした学⽣アスリートへのリコンディショニングや

パフォーマンスを向上させたい学⽣アスリートへのト

レーニング指導などをJSPO-ATを有する専任教員の

指導のもと学⽣トレーナーが中⼼となって⾏なってい

る．これまで本学におけるリコンディショニングルー

ムでの活動は，井⼿ら1）2）や粟⾕ら3），⾠⾒ら4），中

村ら5）が報告してきた．また他の教育機関のリコンデ

ィショニングルームに関する報告6）7）8）もあり，各教

育機関の利⽤者状況などの特徴が報告されている．そ

して，その利⽤者状況などを踏まえてリコンディショ

ニングルームの運営改善に向けた考察や学⽣トレーナ

ー教育の質的向上に関する考察が述べられている．そ

こで本稿では，本学の2019年度のリコンディショニ

ングルームの利⽤状況と学⽣トレーナーのシフト制の

状況を報告し，学⽣アスリートサポートの充実化に向

けた学⽣トレーナーの教育⽅法とリコンディショニン

グルームの運営⽅法を考察する．

２．⽅法

　令和元年度（2019年4⽉1⽇～ 2020年3⽉31⽇）の

授業期間中におけるリコンディショニングルームでの

学⽣アスリートサポートについて報告する．リコンデ

ィショニングルームでの学⽣アスリートサポートは，

学⽣アスリートが来室してから，学⽣トレーナーが主

訴や状態の把握を⾏い，教員に報告した後，教員が状

態の確認を⾏ってリコンディショニングを行う（図

1）．令和元年度は，4年⽣（男性1名，⼥性5名），3年

⽣（男性9名，⼥性3名），2年⽣（男性8名），1年⽣（男

性9名，⼥性2名）の計37名の学⽣トレーナーがリコ

ンディショニングルームでアスリートサポートを⾏な

った．学⽣トレーナーの4年⽣及び3年⽣を上級⽣，2

年⽣及び1年⽣を下級⽣として集計した．リコンディ

ショニングルーム開室中は，専任教員2名がリコンデ

ィショニングルームに常時待機し，学⽣トレーナーを

指導した．リコンディショニングルームは，前期及び

後期の授業期間，夏季休業及び春季休業の⻑期休業期

間に開室した．令和元年度の授業期間中は，⽉曜⽇，

⽕曜⽇，⽔曜⽇，⽊曜⽇の16時30分から19時00分ま

で開室した（図2）．また夏季休業中は⽉曜⽇，⽕曜⽇，

⽊曜⽇の9時から12時まで，春季休業中は⽉曜⽇，⽕

曜⽇，⽔曜⽇，⾦曜⽇の9時から12時まで開室した．

令和元年度は，授業期間中は124回，⻑期休業期間中

は17回の計141回開室した．本研究では，授業期間中

の活動について報告するため，授業期間中の開室1回

あたりの平均利⽤者⼈数を⽉毎及び曜⽇毎に集計し

た．初めてリコンディショニングルームを利⽤したと

きを新規利⽤者として集計し，それ以降の利⽤は再利

⽤者として集計した．授業期間中の学⽣トレーナーの

上級⽣及び下級⽣のシフト⼈数を男⼥別かつ曜⽇毎に

集計した．

図 1 リコンディショニングルームにおける学生アスリートサポートの流れ
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３．結果

　授業期間中の新規利⽤者の平均人数は0.7⼈であっ

た．さらに授業期間中の新規利⽤者を⽉別にみてみる

と4⽉（1.2⼈），5⽉（1.0⼈），11⽉（1.3⼈）の新規

利⽤者は他の⽉と⽐べると多い傾向にあり，1回の開

室あたり平均1人は利⽤していた（図3）．授業期間中

の再利⽤者の平均人数は4.6⼈であった．さらに授業

期間中の⽉別の再利⽤者をみてみると，7⽉（6.2⼈），

11⽉（5.6⼈），12⽉（7.9⼈），1⽉（5.9⼈）の再利⽤

者は他の⽉と⽐べると多い傾向にあり，1回の開室あ

たり平均5 ～ 7人は利⽤していた（図4）．授業期間中

における曜⽇毎の新規利⽤者及び再利⽤者を含めた⼈

数をみてみると，男性利⽤者は⽔曜⽇の利⽤者が他の

曜⽇と⽐べると少ない傾向にあった．また⼥性利⽤者

は，⽕曜⽇の利⽤者が最も多い傾向にあり，⽊曜⽇の

利⽤者が最も少ない傾向にあった（図5）．また，運

動部活動別に運動部活動の部員数からみた利⽤⼈数を

みてみると，体操競技部に所属する選⼿の利⽤率が

37％で最も多く，次いで⽔泳部33％，ハンドボール

部13％の順に利⽤率が多い傾向にあった（図6）．

　授業期間中の開室1回あたりの学⽣トレーナーの⼈

数を曜⽇毎にみてみると，上級⽣の⼈数は，他の曜⽇

と⽐べると⽊曜⽇（2.5⼈）の⼈数が少ない傾向にあ

った（図7）．授業期間中の開室1回あたりの男性学⽣

トレーナーの⼈数を曜⽇別にみてみると，上級⽣の⼈

数は⽔曜⽇（4.2⼈）の⼈数が最も多い傾向にあった（図

8）．授業期間中の開室1回あたりの⼥性学⽣トレーナ

ーの⼈数を曜⽇毎にみてみると，⽕曜⽇（2.8⼈）の

⼈数が多く，⽔曜⽇（0.5⼈）や⽊曜⽇（0.6⼈）の⼈

数は少ない傾向にあった（図9）．
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図 2 リコンディショニングルームの開室案内広告
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４．考察

１）学⽣アスリートサポートのためのリコンディショ

　　ニングルームの運営に関する考察

　令和元年度における授業期間中の新規利⽤者をみる

と，4⽉，5⽉，11⽉に新規利⽤者の⼈数が多い傾向

にあり，1回の開室で少なくとも1人は利⽤していた．

また授業期間中の再利⽤者をみると，7⽉，11⽉，12⽉，

1⽉に再利⽤者の⼈数が多い傾向にあり，1回の開室

で少なくとも5人は利⽤していた．新年度となった4

⽉や5⽉といった時期は，新⼊⽣が⼊学して新しい環

境でスポーツ活動に励んだり，試合に向けて練習量が

増加したり，練習内容が変わるなど変化の多い時期で

あることから，4⽉や5⽉に新規利⽤者が多かったと

考えられる．本学のリコンディショニングルームのサ

ポート内容は，ほとんどがリコンディショニングとア

スレティックリハビリテーションであるため，実際に

スポーツ傷害が起きてからアスリートをサポートする

体制になっているのが現状である．そのため，スポー

ツ傷害が起きてしまってからサポートするのではな

く，事前にスポーツ傷害の発⽣を予測し，スポーツ傷

害を予防するためのサポート体制を構築することも重

要と考えられる．⼭本9）は，アスリートのスポーツ傷

害を予防するために整形外科的メディカルチェックを

⾏うことが重要であると報告していることから，スポ

ーツ傷害が起きてしまってからのアスリートサポート

だけでなく，整形外科的メディカルチェックのような

取り組みを新年度の初期や冬季に⾏うことでスポーツ

傷害を予防するためのアスリートサポートに繋がると

考えられる．

　リコンディショニングルームの活動は，Instagram 

やTwitter などのSNSを⽤いて広報活動を⾏なってい

る．2019年10⽉には，今まで使⽤していたTwitterに

加え新しくInstagramを開設し，リコンディショニン

グルームの開室状況やサポート内容などを伝えてきた

（図10）．その成果もあってか翌⽉には，新規利⽤者

が増加傾向にあり，さらには11⽉以降の再利⽤者も

増加傾向にあった．本学のスポーツ学部に在籍する学

⽣数は2019年度の時点で1,114名であり，⼀⽅でリコ

ンディショニングルームを利⽤した⼈数は109名であ

ったことから全体の約10％の利⽤者に⽌まっている．

そのため，リコンディショニングルームでのアスリー

トサポートは，サポート内容や利⽤⽅法など学⽣アス

リートに⼗分に認識されていないのではないかと考え

られる．したがって，リコンディショニングルームで
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どのようなサポートを受けられるのか，どのようなシ

ステムで利用できるのかをSNS や学内の掲⽰板を利

⽤するなどして学⽣アスリートに広く周知し，リコン

ディショニングルームにおけるサポート内容や利⽤⽅

法を知ってもらうことが必要であると考えられる．

　運動部活動毎に利⽤者をみてみると，部員数あたり

の利⽤⼈数では，体操競技部，⽔泳部，ハンドボール

部の順で利⽤⼈数が多い傾向にあったが，その他の運

動部活動では利⽤者が少ない傾向にあり，利⽤してい

ない運動部活動もあった．このことから，ある特定の

運動部活動に所属する学⽣アスリートに偏って利⽤さ

れていることが推察された．体操競技10）では腰や⾜

を中⼼に肩関節や肘関節，⼿関節などの⾝体の各部位

にスポーツ傷害が発⽣していることが報告されてい

る．さらに⽔泳競技11）では，腰・肩・膝にスポーツ

傷害が多く発⽣しており，ハンドボール12）では⾜関

節を中⼼に膝関節や肩関節などでスポーツ傷害が発⽣

していることが報告されている．これらの報告をみる

とアスリートは，スポーツ傷害を抱えることが多く，

スポーツ傷害を予防したり，受傷後のリハビリテーシ

ョンは⾮常に重要になると考えられる．本学では数多

くの運動部が活動しているが，ある特定の運動部に所

属する学⽣アスリートに利⽤されており，アスリート

サポートが⼗分に⾏き届いているとはいえない．その

ため，多くの学⽣アスリートが気軽に利⽤してもらえ

るようにリコンディショニングルームを運営すること

が必要であると考えられる．令和元年度の春季休業中

の開室スケジュールを決める際には，多くの学⽣アス

リートに利⽤してもらえるように，利⽤者に対して開

室希望調査を実施して開室曜⽇や時間帯を決めた．そ

の甲斐もあり，令和元年度の春季休業中の利⽤者は夏

季休業と⽐べると増加傾向にあったため，授業期間中

の開室に関しても学⽣アスリートが利⽤しやすい曜⽇

や時間帯に応じて開室スケジュールを調節することに

よってアスリートサポートの充実化に向けて重要であ

ると考えられる．

２）リコンディショニングルームの運営における学⽣

　　トレーナー教育に関する考察

　授業期間中の曜⽇毎の学⽣トレーナーの⼈数をみて

みると，⽊曜⽇は上級⽣の学⽣トレーナーの⼈数が少

なく，授業期間中の曜⽇毎の利⽤者は1回あたり4 ～

6名は利⽤していたため，下級⽣の学⽣トレーナーが

アスリートをサポートする状況があった．本学のカリ

キュラム上，最低限必要な知識の学習を終えるのは2

年⽣であり，少なくとも3年⽣から実際にアスリート

をサポートすることが安全で望ましい．しかしながら，

上級⽣の⼈数が少ないことや⼀部の上級⽣に負担がか

かるなどの事情もあり，教員の⼗分な指導のもと下級

⽣がアスリートをサポートすることもあるのが現状で

ある．したがって，下級⽣の学⽣トレーナーに対して

トレーナー活動を⾏う上で必要な知識やスキルを習得

するための学習⽀援をおこなうことが必要不可⽋と考

えられる．昨年度は，下級⽣の中でも1年⽣を対象に

機能解剖やコンディショニング，救急処置に関する内

容に取り組んできたが，授業とは別に限られたスケジ

ュールの中でたくさんの内容を取り扱わないといけな

いため⼗分に実施できたとは⾔い難い．そのため，必

要最低限の知識を効率的に学習させるために学修⽀援

プランを⾒直すことが必要であると考えられる．その

他にも，対応する頻度の⾼いスポーツ傷害や評価⽅法，

コンディショニング⽅法などをまとめたアスリートサ

ポートマニュアルなどを作成して，学⽣トレーナーの

学習の効率化とアスリートに提供するサポートの内容

や質が学⽣トレーナーによって⼤きく変わる事のない

ようにすることも必要であると考えられる．さらには，

学⽣トレーナーが最低限必要な知識やスキルを⾝につ

けているのかをチェックできるような試験などを実施

し，知識やスキルを修得した学⽣トレーナーが学⽣ア

スリートをサポートできるようなシステムを作ること

も安全で質の⾼いサポートを提供することに繋がり，

アスリートサポートの充実化に繋がると考えられる．

　授業期間中の曜⽇毎の学⽣トレーナーの⼈数を男⼥

別にみてみると男性学⽣トレーナーの上級⽣の⼈数は

⽔曜⽇に偏って多い傾向にあり，⼥性学⽣トレーナー

図１０ Instagramを用いたアスリートサポートの広報活動
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の⼈数は⽕曜⽇に偏って多く，⽔曜⽇や⽊曜⽇は少な

い傾向にあった．⼥性アスリートの利⽤が⽕曜⽇に多

いことを踏まえると，⼥性学⽣トレーナーが⽕曜⽇に

シフトで多く⼊っていることから，⼥性の学⽣アスリ

ートにとって⽕曜⽇は利⽤しやすい環境になっている

のではないかと考えられる．その⼀⽅で⽔曜⽇や⽊曜

⽇は，⼥性学⽣トレーナーがシフトに⼊っている場合

が少ないため，⽔曜⽇や⽊曜⽇に利⽤したいけれど利

⽤しにくくなっている可能性がある．したがって，⼥

性の学⽣アスリートが利⽤しやすくなるよう⼥性学⽣

トレーナーの⼈数が偏らないように男性学⽣トレーナ

ーと⼥性学⽣トレーナーの⼈数⽐率を考慮することや

利⽤する学⽣アスリートの⼈数に応じて学⽣トレーナ

ーのシフト⼈数を調節することもアスリートサポート

の充実化に向けたリコンディショニングルームの運営

に繋がると考えられる．しかしながら，⼥性学⽣トレ

ーナーの⼈数が少ないため⼀部の学⽣に負担がかかる

ことが懸念される．そのためアスリートサポートに志

のある学⽣トレーナー全体の⼈数を増やすための取り

組みも必要と考えられる．

　最後にアスリートサポートの充実化に向けたリコン

ディショニングルームの運営に関して，現在⾏なって

いるリコンディショニングルームでのアスリートサポ

ートは，選⼿を担当する学⽣トレーナーが曜⽇によっ

て変わる「シフト制」でおこなっている．たくさんの

学⽣アスリートをサポートできるといった点でシフト

制のメリットはあるものの，その⼀⽅で選⼿の状態や

実施したサポート内容の情報共有が難しいこと，当⽇

のリコンディショニングルームのシフト状況で学⽣ト

レーナーの担当が決まるため⼗分な予習ができないこ

と，選⼿の抱える問題や症状の変化の過程をみること

が難しいこと，曜⽇毎に担当学⽣トレーナーが異なる

ためサポート内容に変動がみられることなどいくつか

のデメリットがある．そのため，リコンディショニン

グルームのサポート体制を「シフト制」から「担当制」

にすることがアスリートサポートの質的向上を図るこ

とができると考えられる．「担当制」にすることによ

って，学⽣アスリートからしてみても担当者が変わら

ないため安⼼して利⽤しやすくなり，学⽣アスリート

と学⽣トレーナーの間で関係性も構築されると考えら

れる．さらには，学⽣トレーナー教育の観点からすれ

ば，上述したデメリットを解決できることからも「シ

フト制」から「担当制」に変更することは必要であり，

学⽣トレーナーが提供するアスリートサポートの質的

向上にも繋がるため⾮常に意義が⾼いと考えられる．

しかしながら，学⽣トレーナーの⼈数の問題，リコン

ディショニングルームの運営システムの問題など課題

は残されている．今後これら課題を解決しながら，も

っとたくさんの学⽣アスリートに気軽に利⽤してもら

えるようにリコンディショニングルームを運営し，学

⽣トレーナーが提供するアスリートサポートの質的向

上のために学⽣トレーナー教育の⽅法を模索し続ける

ことがアスリートサポートの充実化に向けて必要であ

ると考えられる．

５．まとめ

　本研究では，令和元年度の授業期間中にリコンディ

ショニングルームで活動した内容から，学⽣アスリー

トサポートの充実化に向けた学⽣トレーナーの教育⽅

法とリコンディショニングルームの運営⽅法を考察し

た．

　学⽣アスリートサポートの充実化に向けて，リコン

ディショニングルームでのサポート内容に整形外科的

メディカルチェックを加えること，たくさんの学⽣ア

スリートに利⽤してもらえるようにサポート内容や利

⽤⽅法など具体的な広報活動を⾏うこと，学⽣トレー

ナーの学習⽀援プランの再考やアスリートサポートマ

ニュアルを作成すること，リコンディショニングルー

ムでの活動の際に学⽣トレーナーの男⼥⽐や⼈数⽐を

考慮して男⼥に関わらず全てのアスリートが利⽤しや

すい環境を整備すること，サポート体制を「担当制」

にすることが必要であると考えられた．

６．参考⽂献

１）井⼿裕⼦，藤井均：九州共⽴⼤学におけるアスレ

ティックトレーニングルーム利⽤者記録の役割．九

州共⽴⼤学スポーツ学部研究紀要，2010，No.4，

67-72．

２）井⼿裕⼦，他：九州共⽴⼤学リコンディショニン

グルーム利⽤者報告―2011-2012年において―．九

州共⽴⼤学紀要，2013，第3巻，第2号，89-93．

３）粟⾕健礼，他：九州共⽴⼤学リコンディショニン

グルームにおける学⽣トレーナー教育と学⽣アスリ

ートサポートの充実化に向けた医療機関との連携⽅

法の検討．九州共⽴⼤学紀要，2015，第6巻，第1号，

43-47．

４）⾠⾒康剛，他：2014 年度リコンディショニング

ルーム活動報告と今後の展望．九州共⽴⼤学紀要，



53
学⽣アスリートサポートの充実化に向けたリコンディショニングルームの運営と

学⽣トレーナー教育に関する考察

2015，第6巻，第1号，75-78．

５）中村奈菜，他：九州共⽴⼤学リコンディショニン

グルームにおけるアスレティックトレーニング現場

実習の充実に向けて．九州共⽴⼤学紀要，2017，

第8巻，第1号，37-41．

６）原賢⼆，他：久留⽶⼤学におけるトレーナールー

ムの活動状況の分析（第1報）―学⽣トレーナー教

育システムと学内競技者サポートシステムの構築に

向けて―．久留⽶⼤学健康・スポーツ科学センター

紀要，2009，第17巻，第1号，27-31．

７）原賢⼆，他：久留⽶⼤学におけるトレーナールー

ムの活動状況の分析（第2報）―トレーナールーム

運営⽅法の⽐較検討―．久留⽶⼤学健康・スポーツ

科学センター紀要，2011，第19巻，第1 号，23-

30．

８）吉⽥昌弘，他：北翔⼤学体育系学⽣におけるスポ

ーツ外傷・障害調査2011．北翔⼤学⽣涯スポーツ

学部研究紀要，2012，第3号，65-70.

９）⼭本利春：測定と評価-3新⼈選⼿のための体⼒測

定-．Book House HD，2007，第2版，第2刷，11-

14．

10）岡⽥享：⼥⼦ジュニア選⼿の傷害と障害予防．

⼥⼦ジュニア選⼿のためのトレーニングの⼿引き，

⽇本体操協会，2013，49-52．

11）半⾕美夏，他：⼀流⽔泳競技選⼿のスポーツ外傷・

障害の実態 国⽴スポーツ科学センタースポーツク

リニック受診者の解析．⽇本整形外科スポーツ医学

会雑誌，2010，30，161-166.

12）花岡美智⼦：⼤学⼥⼦ハンドボール選⼿におけ

る傷害発⽣状況とその発⽣要因について．東海⼤学

紀要体育学部，2007，37，85-89.

Received date 2020年6月16日

Accepted date 2020年8月3日




